五月五日とあやめ草 by 北山 円正
一
十
世
紀
末
期
の
宮
廷
を
中
心
と
し
た
人
々
の
生
活
や
心
の
内
を
綴
っ
た
枕
草
子
は
、
五
月
五
日
の
行
事
（
１
）を
優
美
な
催
し
と
し
て
こ
と
の
ほ
か
尊
ん
で
い
る
。
節
は
、
五
月
に
し
く
月
は
な
し
。
菖
蒲
、
よ
も
ぎ
な
ど
の
香
り
あ
ひ
た
る
、
い
み
じ
う
を
か
し
。
九
重
の
御
殿
の
上
を
は
じ
め
て
、
い
ひ
知
ら
ぬ
民
の
住
み
か
ま
で
、
い
か
で
我
が
も
と
に
繁
く
葺
か
ん
と
葺
き
わ
た
し
た
る
、
な
ほ
い
と
め
づ
ら
し
。
い
つ
か
は
こ
と
折
り
に
さ
は
し
た
り
し
。
…
…
（
節
は
）
五
月
の
節
の
あ
や
め
の
蔵
人
、
菖
蒲
の
か
づ
ら
、
赤
紐
の
色
に
は
あ
ら
ぬ
を
、
領ひ
布れ
、
裙く
帯たい
な
ど
し
て
、
薬
玉
、
親
王
た
ち
上
達
部
の
立
ち
並
み
た
ま
へ
る
に
奉
れ
る
、
い
み
じ
う
な
ま
め
か
し
。
…
…
（
な
ま
め
か
し
き
も
の
）
五
月
こ
そ
、
世
に
知
ら
ず
な
ま
め
か
し
き
も
の
な
り
け
れ
。
さ
れ
ど
、
こ
の
世
に
絶
え
に
た
る
こ
と
な
め
れ
ば
、
い
と
口
惜
し
。
昔
語
り
に
人
の
言
ふ
を
聞
き
、
思
ひ
合
は
す
る
に
、
げ
に
い
か
な
り
け
ん
。
…
…
（
見
物
は
）
こ
の
日
の
模
様
を
繰
り
返
し
描
き
、
あ
や
め
草
や
よ
も
ぎ
の
芳
香
、
あ
や
め
草
を
屋
根
に
葺
く
の
を
賞
美
し
、
天
皇
か
ら
親
王
・
上
達
部
ら
に
薬
玉
を
た
ま
わ
る
模
様
を
優
美
と
捉
え
て
い
る
。
暑
さ
と
湿
気
が
苦
痛
と
な
る
時
期
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
全
く
触
れ
ず
、
み
や
び
な
行
事
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
お
り
、
節
は
、
五
月
に
し
く
は
な
し
と
言
い
切
る
。
王
朝
人
に
い
か
に
浸
透
し
、
親
し
ま
れ
て
い
た
か
が
よ
く
理
解
で
き
よ
う
（
２
）。
た
だ
、
右
の
見
物
は
の
段
に
あ
る
と
お
り
、
清
少
納
言
が
宮
廷
で
暮
ら
し
て
い
た
頃
、
こ
の
日
の
行
事
で
あ
る
五
月
の
節
会
は
す
で
に
停
廃
と
な
っ
て
い
た
。
右
大
臣
参
二
仗
座
一、
停
二
五
月
五
日
節
一。
依
二
先
皇
忌
月
一
也
。
正
月
十
六
日
踏
歌
、
十
七
日
射
礼
、
九
月
九
日
節
会
等
、
依
レ
旧
之
由
有
レ
詔
。
成
忠
作
之
（
日
本
紀
略
安
和
元
九
六
八
年
八
月
二
十
二
日
（
３
））
─ ─
五
月
五
日
と
あ
や
め
草
北
山
円
正
五
月
が
亡
き
村
上
天
皇
の
忌
月
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
冷
泉
朝
以
降
は
実
施
し
て
い
な
い
（
４
）。
し
か
し
、
節
会
と
し
て
の
儀
礼
は
廃
せ
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
従
来
の
風
習
は
存
続
し
て
い
る
。
右
の
な
ま
め
か
し
き
も
の
に
記
す
、
天
皇
が
親
王
・
上
達
部
に
薬
玉
を
下
賜
す
る
の
な
ど
は
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
五
月
五
日
の
節
会
は
、
四
月
二
十
八
日
の
駒
牽
、
五
月
五
日
に
行
う
菖
蒲
草
の
献
上
・
薬
玉
（
続
命
縷
・
長
命
縷
）
の
下
賜
・
騎
射
・
走
馬
、
六
日
の
走
馬
・
騎
射
を
主
要
な
催
事
と
す
る
。
節
会
の
停
廃
以
降
は
、
個
々
の
行
事
と
し
て
、
形
を
変
え
な
が
ら
存
続
し
て
い
た
。
こ
の
行
事
に
用
い
る
菖
蒲
草
と
薬
玉
は
、
季
節
の
風
物
と
し
て
人
々
の
生
活
に
浸
透
し
て
お
り
、
愛
好
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
当
時
の
行
事
に
お
け
る
菖
蒲
草
や
薬
玉
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
二
延
喜
十
九
（
九
一
九
）
年
、
紀
貫
之
は
醍
醐
天
皇
の
召
し
を
こ
う
む
っ
て
、
春
宮
保
明
親
王
の
母
で
あ
る
御
息
所
藤
原
穏
子
の
風
絵
の
た
め
に
、
和
歌
を
十
二
首
詠
ん
で
い
る
。
そ
の
中
の
五
月
五
日
と
題
の
あ
る
歌
は
次
の
と
お
り
。
あ
や
め
草
根
長
き
命
つ
げ
ば
こ
そ
今
日
と
し
な
れ
ば
人
の
引
く
ら
め
（
）
あ
や
め
草
の
根
は
長
命
を
受
け
継
い
で
い
る
の
で
、
五
月
五
日
に
な
れ
ば
引
く
の
だ
ろ
う
の
意
。
あ
や
め
草
を
長
寿
の
草
と
見
な
す
歌
は
、
貫
之
集
に
は
ほ
か
に
も
、
五
月
雨
に
会
ひ
く
る
こ
と
は
あ
や
め
草
根
長
き
命
あ
れ
ば
な
り
け
り
（
、
同
五
年
亭
子
院
御
風
の
料
に
歌
二
十
一
首
。
同
五
年
は
天
慶
五
九
四
二
年
）
菖さう
蒲ぶ
と
れ
る
と
こ
ろ
、
ま
た
か
ざ
せ
る
も
あ
り
あ
や
め
草
根
長
き
と
れ
ば
沢
水
の
深
き
心
は
知
り
ぬ
べ
ら
な
り（
延
喜
の
御
時
、
内
裏
御
風
の
歌
二
十
六
首
）
五
月
あ
や
め
草
五
月
て
ふ
五
月
に
あ
へ
る
あ
や
め
草
む
べ
も
根
長
く
生
ひ
そ
め
に
け
り
（
、
同
年
閏
七
月
、
右
衛
門
督
殿
風
の
料
十
五
首
。
同
年
は
天
慶
二
年
）
年
ご
と
に
今
日
に
し
会
へ
ば
あ
や
め
草
む
べ
も
根
長
く
生
ひ
そ
め
に
け
り
（
、
同
じ
年
四
月
の
、
内
侍
の
風
の
歌
十
二
首
。
同
じ
年
は
天
慶
六
年
）
と
あ
る
。諸
注
に
お
い
て
、こ
れ
ら
の
表
現
の
典
拠
を
示
し
て
い
な
い
が
、
荊
楚
歳
時
記
（
五
月
）
の
、
以
二
五
綵
糸
一
レ
臂
、
名
曰
二
辟
兵
一。
令
二
人
不
一レ
病
レ
瘟
に
付
せ
ら
れ
た
杜
公
瞻
の
注
、
按ズ
ル
ニ
孝
経
援
神
契
曰
、
仲
夏
マ
ユ
始
出
。
婦
人
染
レ
練
、
咸
有
二
作
務
一。
日
月
星
辰
、
鳥
獣
之
状
、
文
金
鏤
、
貢
二
献
所
一レ
尊
。
一
名
長
命
縷
、
一
名
続
命
縷
、
一
名
辟
兵
繪
、
一
名
五
色
糸
、
一
名
朱
索
、
名ノ
擬
ニ
タ
ル
甚
多
。
赤
青
白
黒
、
以
為
二
四
方
一、
黄
居
二
中
央
一、
名
曰
二
襞
方
一。
の
、
五
綵
糸
つ
ま
り
長
命
縷
続
命
縷
が
、
根
長
き
命
つ
（
続
）
げ
ば
こ
そ
（
）・
根
長
き
命
あ
れ
ば
な
り
け
り
（
）
の
も
と
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
五
綵
糸
は
、
五
色
の
糸
の
意
で
あ
り
、
元
来
菖
蒲
（
あ
─ ─
や
め
草
）
と
は
関
連
は
な
い
。
た
だ
、
と
も
に
五
月
五
日
の
風
物
で
あ
る
こ
と
、
糸
が
長
く
垂
れ
る
こ
と
と
根
の
長
い
こ
と
が
長
命
に
が
る
と
す
る
共
通
点
、
後
に
も
述
べ
る
よ
う
に
、
長
命
縷
続
命
縷
は
日
本
で
は
薬
玉
と
同
一
で
あ
り
、
薬
玉
は
菖
蒲
を
主
な
材
料
と
し
て
作
る
と
こ
ろ
な
ど
か
ら
、
五
綵
糸
（
長
命
縷
・
続
命
縷
）
を
菖
蒲
の
比
喩
と
す
る
歌
が
詠
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
貫
之
が
歌
人
と
し
て
活
躍
し
た
時
代
に
は
、
五
月
の
節
会
が
催
さ
れ
て
お
り
（
５
）、
続
命
縷
（
薬
玉
）
が
下
賜
さ
れ
て
い
た
。
女
蔵
人
等
、
執
二
続
命
縷
一
此
間
コ
コ
ニ
謂
二
薬
玉
一
、
賜
二
皇
太
子
以
下
参
議
以
上
一
女
蔵
人
当
二
皇
太
子
倚
子
一、
西
面
而
立
。
皇
太
子
起
、
至
二
初
謝
座
処
一、
北
面
跪
受
。
女
蔵
人
跪
授
即
還
。
次
授
二
親
王
以
下
一。
即
随
レ
賜
受
取
、
下
レ
自
二
東
面
南
階
一、
出
二
東
南
庭
一。
北
上
西
面
立
定
、
皇
太
子
佩
之
、
拝
舞
着
座
。
次
親
王
以
下
、
倶
佩
拝
舞
上
レ
殿
（
内
裏
式
中
・
五
月
五
日
観
二
馬
射
一
式
、
儀
式
巻
八
・
五
月
五
日
節
儀
）
女
蔵
人
を
通
じ
て
、
天
皇
か
ら
皇
太
子
以
下
参
議
以
上
の
人
々
に
続
命
縷
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
五
月
五
日
に
催
す
儀
礼
の
一
つ
と
し
て
、
広
く
知
れ
渡
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
西
宮
記
（
巻
三
・
五
月
・
供
二
菖
蒲
一
）
に
は
、賜
二
続
命
縷
一
内
侍
執
之
、
直
度
二
御
前
一、
当
二
太
子
倚
子
西
南
一
立
。
太
子
起
レ
座
、
北
面
跪
受
。
内
侍
跪
授
之
。
太
子
小
拝
立
。
内
侍
還
入
。
女
蔵
人
等
又
執
之
、
進
二
御
前
東
廂
西
面
一
列
立
。
王
卿
以
下
一
々
進
、
共
跪
挿
レ
笏
受
。
小
拝
左
廻
、
下
レ
自
二
南
面
東
階
一、
出
二
東
南
庭
一
一
列
西
面
北
上
。
太
子
先
佩
拝
着
レ
座
、
懸
二
右
肩
一
垂
二
左
腋
一、
即
相
二
分
其
緒
一
結
レ
腰
。
次
王
卿
共
佩
拝
舞
、
畢
復
レ
座
、
…
…
。
と
あ
っ
て
、
内
裏
式
儀
式
と
次
第
や
内
容
は
変
わ
り
な
い
が
、
皇
太
子
に
続
命
縷
を
授
け
る
の
が
、
女
蔵
人
か
ら
内
侍
に
代
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
異
な
る
。
こ
れ
ら
儀
式
書
に
は
、
そ
ろ
っ
て
続
命
縷
の
語
が
見
え
る
。
ま
た
、
元
慶
七
八
八
三
年
五
月
五
日
の
節
会
で
は
、
折
か
ら
来
朝
し
て
い
た
渤
海
使
を
喚
ん
で
、
賜
二
親
王
公
卿ニ
続
命
縷
一。
伊
勢
守
従
五
位
上
安
倍
朝
臣
興
行
、
引
レ
客
就
レ
座
供
レ
食
。
別
勅
賜
二
大
使
已
下
録
事
已
上ニ
続
命
縷
、
品
官
已
下ニ
菖
蒲
縵
一
（
三
代
実
録
）
と
、
親
王
公
卿
に
加
え
て
、
渤
海
大
使
ら
に
も
続
命
縷
を
賜
っ
て
い
る
。
こ
の
年
は
渤
海
国
の
使
節
が
都
に
い
た
た
め
、
異
例
の
記
事
が
残
っ
た
の
で
あ
り
、
ふ
だ
ん
も
儀
式
の
次
第
に
の
っ
と
っ
て
、
天
皇
か
ら
与
え
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
儀
式
の
模
様
や
続
命
縷
を
下
賜
す
る
意
義
を
踏
ま
え
て
、
貫
之
は
右
の
歌
を
詠
じ
た
の
で
あ
る
。
風
絵
に
付
せ
ら
れ
た
和
歌
を
読
む
人
も
、
さ
き
の
表
現
の
由
来
を
理
解
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
貫
之
以
後
に
お
い
て
、
中
納
言
の
児
に
お
は
し
け
る
時
、
薬
玉
を
奉
り
た
ま
ふ
と
て
、
女
御
の
御
命
を
ぞ
つ
ぐ
と
い
ふ
な
る
い
と
き
な
き
袂
に
か
か
る
今
日
の
あ
や
め
は
（
公
任
集
）
に
も
、
続
命
縷
を
踏
ま
え
た
表
現
が
見
え
る
。
こ
の
ほ
か
、
為
親
が
は
ら
か
ら
の
為
正
た
め
く
に
、
頭かみ
な
り
。
五
月
五
日
に
参
り
て
、
宮
─ ─
の
御
前
の
遣
水
を
、
み
か
は
の
池
と
な
む
言
ふ
な
る
、
大
盤
所
に
て
今
年
生
ひ
の
み
か
は
の
池
の
あ
や
め
草
長
き
た
め
し
に
人
の
引
か
な
む
（
斎
宮
女
御
集
）
小
一
条
殿
の
女
御
一
宮
生
ま
れ
た
ま
う
て
、
三
日
の
夜
、
五
月
五
日
に
な
む
あ
り
け
る
い
は
の
上
の
あ
や
め
や
千
代
を
重
ぬ
ら
む
今
日
も
五
月
の
五
日
と
思
へ
ば
（
実
方
集
）
あ
や
め
草
な
べ
て
に
ま
ら
す
（
マ
マ
）
長
き
根
の
千
代
ま
で
か
け
ん
た
め
し
と
は
見
よ
（
成
通
集
）
あ
や
め
、
人
に
か
は
り
て
今
日
引
け
る
君
が
よ
ど
の
の
あ
や
め
草
長
き
八
千
代
の
た
め
し
な
る
ら
ん
（
江
帥
集
）
永
久
四
年
四
月
、
於
二
鳥
羽
殿
北
面
一
和
歌
あ
り
し
に
、
菖
蒲
今
日
ご
と
に
袂
に
か
か
る
あ
や
め
草
千
代
の
五
月
は
君
が
ま
に
ま
に
（
六
条
修
理
大
夫
集
）
な
ど
も
ま
た
、
長
生
を
願
っ
て
腕
に
掛
け
た
続
命
縷
（
長
命
縷
）
を
念
頭
に
置
い
て
詠
じ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
右
に
述
べ
た
と
お
り
、
続
命
縷
（
長
命
縷
）
は
、
五
綵
糸
つ
ま
り
五
色
の
糸
で
あ
り
（
荊
楚
歳
時
記
・
五
月
）、
平
安
初
期
の
儀
式
書
に
、
女
蔵
人
等
、
執
二
続
命
縷
一
此
間
謂
二
薬
玉
一
（
内
裏
式
・
五
月
五
日
観
二
馬
射
一
式
、
儀
式
・
五
月
五
日
節
儀
）
と
あ
る
よ
う
に
、
薬
玉
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
続
命
縷
薬
玉
は
、
蔵
司
五
月
五
日
、
続
命
縷
料
、
糸
五
十
、
紅
花
大
三
斤
…
…
（
延
喜
式
巻
十
二
・
中
務
省
）
凡
五
月
五
日
薬
玉
料
、
昌
蒲
・
艾
惣
盛
二
一
輿
一
・
雑
花
一
捧
盛
レ
居
レ
台
…
…
（
同
巻
四
十
五
・
左
右
近
衛
府
）
昨
日
の
雲
か
へ
す
風
う
ち
吹
き
た
れ
ば
、
あ
や
め
の
香
、
は
や
う
か
か
へ
て
い
と
を
か
し
。
簀
子
に
助
と
二
人
ゐ
て
、
天てん
下げ
の
木
草
を
取
り
集
め
て
、
め
づ
ら
か
な
る
薬
玉
せ
む
な
ど
言
ひ
て
、
そ
そ
く
り
ゐ
た
る
ほ
ど
に
（
蜻
蛉
日
記
巻
下
・
天
延
二
九
七
四
年
五
月
五
日
）
今
朝
自
二
或
所
一、
給
二
薬
玉
一
旒
一。
作
以
二
百
草
之
花
一、
貫
以
二
五
色
之
縷
一
…
…
（
雲
州
往
来
巻
上
・
二
十
三
往
状
）
と
、
菖
蒲
（
あ
や
め
草
）
が
そ
の
素
材
の
一
部
で
は
あ
る
が
、
菖
蒲
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
多
く
の
草
や
花
に
よ
っ
て
で
き
て
お
り
、
糸
を
垂
ら
し
て
い
る
。
両
者
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
右
の
公
任
集
（
）
に
は
、
女
御
子
が
定
頼
に
贈
っ
た
薬
玉
を
、
和
歌
で
は
あ
や
め
と
呼
ん
で
い
る
。
ほ
か
に
も
、
五
月
五
日
、
か
た
ら
ふ
人
の
も
と
よ
り
薬
玉
お
こ
す
と
て
い
つ
と
て
も
恋
ひ
ぬ
に
は
な
し
今
日
は
い
と
ど
か
く
と
ば
か
り
の
あ
や
め
に
も
見
よ
（
赤
染
衛
門
集
）
五
月
五
日
、
家
能
卿
の
も
と
に
薬
玉
を
つ
か
は
す
と
て
内
大
臣
あ
や
め
草
ね
た
く
も
君
は
訪
は
ぬ
か
な
今
日
は
心
に
か
か
れ
と
思
ふ
に
（
金
葉
集
・
夏
。
内
大
臣
は
源
有
仁
）
若
君
の
、
播
磨
守
俊
綱
の
も
と
に
渡
り
て
、
五
月
五
日
薬
玉
や
り
た
ま
ふ
と
て
、
菖
蒲
に
書
き
つ
け
ら
れ
し
─ ─
隠
れ
沼ぬ
を
忘
れ
ざ
ら
な
ん
あ
や
め
草
花
の
袂
に
今
日
か
か
る
と
も（
経
信
集
）
な
ど
が
あ
り
、
こ
の
言
い
換
え
は
あ
り
得
た
の
で
あ
る
（
６
）。
糸
と
根
が
と
も
に
長
い
と
い
う
類
似
点
が
あ
る
こ
と
か
ら
同
一
と
見
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
は
、
薬
玉
が
あ
や
め
草
を
中
心
の
素
材
と
し
て
作
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
考
え
て
お
く
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
内
裏
式
儀
式
に
よ
れ
ば
、
五
月
の
節
会
に
お
い
て
、
中
務
省
が
内
薬
司
を
、
宮
内
省
が
典
薬
寮
を
率
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
菖
蒲
草
を
献
上
す
る
。
こ
の
菖
蒲
草
の
実
態
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
。
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
菖
蒲
草
献
上
に
到
る
ま
で
の
模
様
を
述
べ
て
お
く
。
中
務
率
二
内
薬
一、
宮
内
率
二
典
薬
一、
舁
下
盛
二
菖
蒲
一
机
上、
自
二
埒
東
馳
道
一
進
。
未
レ
到
二
埒
東
門
一
八
許
丈
留
候
。
司
二
人
、
経
二
右
近
東
陣
南
頭
一、
分
二
立
埒
西
門
南
北
掖
一。
大
舎
人
一
人
、
進
二
埒
東
門
南
辺
一、
北
面
立
叫
レ
門
。
司
就
二
版
位
一、
奏
云
、
菖
蒲
草
此
間
謂
二
漢
女
草
一
進
牟
止
、
中
務
省
官
姓
名
等
謂
二
輔
以
上
一
叫
レ
門
故
爾
申
。
勅
曰
、
令
レ
申
。
司
伝
宣
。
大
舎
人
進
、
共
称
唯
退
出
。
両
省
率
二
寮
・
司
一、
舁
下
盛
二
菖
蒲
一
机
上
置
二
庭
中
一。二
省
輔
各
一
人
留
二
机
後
一、自
余
皆
退
出
。
頃
之
中
務
輔
就
レ
版
、
奏
曰
、
中
務
省
申
久
、
内
薬
司
乃
供
奉
礼
流
、
五
月
五
日
乃
菖
蒲
草
進
楽
久
乎
申
賜
久
止
申
。
訖
退
出
。
次
宮
内
輔
奏
曰
、
宮
内
省
奏
久
、
典
薬
寮
乃
奉
礼
留
、
五
月
五
日
乃
人
給
乃
菖
蒲
草
進
楽
久
乎
申
賜
久
止
申
並
無
二
勅
答
一
。
退
出
。
司
還
入
、
両
近
衛
将
曹
各
一
人
、
率
二
近
衛
各
一
人
一、
令
レ
閉
二
埒
西
門
一
通
蹕
之
時
已
開
。
仍
今
閉
之
。
大
臣
喚
二
内
豎
一
二
声
。
内
豎
各
着
二
当
色
一
称
唯
、
当
二
左
近
東
陣
西
一
立
。
大
臣
宣
、
喚
二
内
蔵
寮
一、
称
唯
出
喚
。
允
以
上
一
人
、
入
二
立
前
処
一。
大
臣
宣
、
進
礼
留
菖
蒲
草
収
之
。
称
唯
退
出
、
率
二
寮
舎
人
等
一、
従
二
大
舎
人
幕
北
一、
経
二
左
近
東
陣
南
辺
一
参
入
。
各
就
二
机
処
一、
即
ハ
サ
レ ミ
笏
取
二
菖
蒲
机
一
退
出
（
内
裏
式
・
五
月
五
日
観
二
馬
射
一
式
）
二
つ
の
省
は
、
菖
蒲
を
盛
っ
た
机
を
武
徳
殿
前
の
庭
中
に
置
き
、
両
省
の
輔
が
、
お
の
お
の
内
薬
司
乃
供
奉
礼
流
、
五
月
五
日
乃
菖
蒲
草
進
楽
久
乎
申
賜
久
止
申
典
薬
寮
乃
奉
礼
流
、
五
月
五
日
乃
人
給
乃
菖
蒲
草
進
楽
久
乎
申
賜
久
止
申
と
奏
す
る
。
こ
の
あ
と
大
臣
が
菖
蒲
草
の
収
受
を
命
じ
、
内
蔵
寮
の
允
以
上
一
人
が
寮
舎
人
等
を
率
い
て
（
７
）、
菖
蒲
の
机
を
取
っ
て
退
出
す
る
。
そ
の
後
、
女
蔵
人
等
、
執
二
続
命
縷
一
此
間
謂
二
薬
玉
一
、
賜
二
皇
太
子
以
下
参
議
以
上
一
女
蔵
人
当
二
皇
太
子
倚
子
一、
西
面
而
立
。
皇
太
子
起
、
至
二
初
謝
座
処
一、
北
面
跪
受
。
女
蔵
人
跪
授
。
即
還
次
授
二
親
王
以
下
一。
即
随
レ
賜
受
取
、
下
レ
自
二
東
面
南
階
庭
一、
出
二
東
南
庭
一、
北
上
西
面
立
定
、
皇
太
子
佩
之
、
拝
舞
着
座
。
次
親
王
以
下
、
倶
佩
拝
舞
上
レ
殿
（
同
右
）
と
、
武
徳
殿
内
に
お
い
て
、
女
蔵
人
を
通
じ
て
皇
太
子
以
下
参
議
以
上
に
続
命
縷
を
下
賜
す
る
、
と
い
っ
た
次
第
へ
と
進
む
。
そ
れ
で
は
こ
こ
に
見
え
る
、
献
上
さ
れ
た
菖
蒲
草
は
、
内
蔵
寮
が
引
き
取
っ
て
か
ら
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
西
宮
記
（
菖
蒲
事
）
に
は
、
四
日
夜
、
主
殿
寮
、
内
裏
殿
舎
葺
二
菖
蒲
一
不
レ
見
レ
式
と
あ
り
、
前
夜
に
菖
蒲
を
内
裏
に
運
び
入
れ
て
殿
舎
の
屋
根
に
葺
い
て
い
る
。
節
会
に
お
い
て
さ
ら
に
菖
─ ─
蒲
を
献
る
の
は
、
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
不
レ
見
レ
式
の
式
は
延
喜
式
。
こ
れ
に
言
及
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
成
立
時
に
は
、
内
裏
の
殿
舎
に
菖
蒲
を
葺
く
習
俗
が
始
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
菖
蒲
草
の
搬
入
は
、
五
月
五
日
が
最
初
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
も
あ
れ
、
何
に
用
い
る
の
か
な
ど
を
、
考
え
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宮
内
省
が
献
上
す
る
の
は
、
人ひと
給
だ
ま
ひ
の
菖
蒲
草
（
８
）
で
あ
る
。
天
皇
は
こ
れ
を
い
つ
皇
太
子
や
臣
下
に
下
賜
す
る
の
か
、
儀
式
書
の
次
第
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
天
皇
か
ら
賜
る
続
命
縷
が
い
つ
武
徳
殿
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
儀
式
書
に
述
べ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
人
給
の
菖
蒲
草
と
続
命
縷
と
は
、
何
ら
か
の
関
連
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
あ
た
り
の
儀
式
の
流
れ
は
ど
う
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
明
ら
か
に
す
る
べ
き
問
題
が
多
い
。
次
に
こ
の
点
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
三
延
喜
式
（
巻
十
五
・
内
蔵
寮
）
を
中
心
に
、
六
衛
府
の
薬
玉
の
料
献
上
か
ら
続
命
縷
下
賜
に
到
る
ま
で
の
儀
式
の
流
れ
を
辿
っ
て
い
こ
う
。
同
式
に
は
、
造
二
五
月
五
日
菖
蒲
珮オモ
一 ノ
所
と
、
五
月
の
節
会
で
用
い
る
菖
蒲
珮
（
９
）
の
素
材
と
し
て
、
支
子
く
ち
な
し
・
橡
つ
る
ば
み
・
黄き
蘗はだ
・
紫
草
・
茜
な
ど
を
挙
げ
、
さ
ら
に
製
作
に
必
要
な
材
料
を
列
挙
し
て
い
る
。
こ
の
あ
と
、
右
料
物
送
二
糸
所
一
造
備
。
但
件
菖
蒲
珮
、
供ク
御ゴ
人
給
料
外
十
五
条ヲ
、
内
豎
為
レ
使
供
二
諸
寺
一
東
・
西
・
梵
釈
…
…
宝
皇
。
と
素
材
等
を
糸
所
（
）に
搬
送
し
て
、
菖
蒲
珮
を
造
ら
せ
る
と
記
し
、
天
皇
へ
の
献
上
な
ら
び
に
人
給
の
品
と
す
る
ほ
か
、
東
寺
・
西
寺
以
下
の
十
五
箇
寺
に
一
つ
ず
つ
供
え
る
と
、
そ
の
使
途
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
十
五
箇
寺
に
供
え
る
と
い
う
の
は
、
西
宮
記
（
菖
蒲
事
）
の
糸
所
献
二
薬
玉
二
流
一
又
差
二
内
豎
一
送
二
諸
寺
一
と
対
応
す
る
。
製
作
す
る
の
は
糸
所
で
あ
り
、
諸
寺
へ
送
る
の
は
内
豎
と
い
う
と
こ
ろ
が
共
通
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
菖
蒲
珮
は
薬
玉
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
内
蔵
寮
式
に
は
、
凡
諸
衛
府
所
レ
献
菖
蒲
雑
彩
時
花
、
寮
官
率
二
史
生
蔵クラ
部ベ
等
一、
検
収
附
二
糸
所
一。
と
、
六
衛
府
が
献
上
し
た
菖
蒲
や
時
花
を
、
内
蔵
寮
の
官
人
が
受
け
取
っ
て
、
糸
所
に
渡
す
と
規
定
し
て
い
る
。
言
う
と
こ
ろ
は
、
内
蔵
寮
式
の
右
料
物
送
二
糸
所
一
造
備
と
同
じ
。
ま
た
こ
れ
は
、
左
右
近
衛
府
式
（
巻
四
十
五
）
の
、
凡
五
月
五
日
薬
玉
料
、
菖
蒲
、
艾
惣
盛
二
一
輿
一
、
雑
花
十
捧
盛
レ
居
レ
台
、
三
日
平
旦
、
申
二
内
侍
司
一、
列
二
設
南
殿
前
一
諸
府
准
レ
此
。
や
、
西
宮
記
（
菖
蒲
事
）
に
、
三
日
、
六
府
立
二
菖
蒲
輿
瓮
花ヲ
各
一
荷
花
十
捧
南
庭ニ
一
見
二
近
衛
府
式
一
也
。
先
申
二
内
侍
一
。
内
蔵
寮
官
人
行
事
蔵
人
等
、
給
二
糸
所
女
官
一。
と
あ
る
の
な
ど
は
、
一
連
の
職
務
に
つ
い
て
の
定
め
で
あ
る
。
五
月
三
日
早
朝
、
六
衛
府
が
菖
蒲
・
艾
な
ど
の
薬
玉
の
料
を
、
内
侍
を
使
っ
て
武
徳
殿
前
の
南
庭
に
列
べ
る
。
そ
し
て
内
蔵
寮
（
西
宮
記
に
よ
れ
ば
、
行
事
蔵
人
も
）
が
こ
れ
を
糸
所
に
送
っ
て
薬
玉
を
作
ら
せ
る
。
こ
こ
ま
で
は
、
先
に
引
い
た
内
裏
式
に
お
け
る
、
菖
蒲
草
献
上
以
前
の
菖
蒲
珮
（
薬
玉
）
製
─ ─
作
に
つ
い
て
の
記
事
で
あ
る
。
内
蔵
寮
式
は
さ
ら
に
、
凡
典
薬
寮
所
レ
献
菖
蒲
艾
、
奏
進
之
後
、
寮
允
已
下
、
参
入
撤トル
之
。
若
官
人
已
下
不
レ
足
者
、
召
二
加
内
豎
一。
と
、
五
月
五
日
武
徳
殿
の
前
庭
で
典
薬
寮
が
菖
蒲
と
艾
を
奏
進
し
た
後
、
内
蔵
寮
の
官
人
ら
が
こ
れ
を
撤
収
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
典
薬
寮
式
（
巻
三
十
七
）
に
は
、
同
じ
内
容
に
つ
い
て
、
凡
五
月
五
日
、
進
二
菖
蒲
生
蒋
ナ
マ
コ
モ
一
寮
家
充
之
。
黒
木
案
四
脚
二
脚ハ
供
御
、
二
脚ハ
人
給
、
並
寮
儲
之
…
…
省
輔
已
下
、
寮
頭
已
下
、
共
執
入
進
、
訖
即
退
出
。
輔
留
奏
之
詞
見
二
省
式
一
…
…
。
と
あ
っ
て
、
宮
内
輔
・
典
薬
頭
以
下
が
菖
蒲
生
蒋
を
進
上
し
て
か
ら
、
宮
内
輔
が
そ
の
場
に
留
ま
っ
て
奏
上
す
る
ま
で
の
次
第
を
記
し
て
い
る
。
内
裏
式
儀
式
で
も
、
宮
内
省
と
と
も
に
内
蔵
寮
が
人
給
乃
菖
蒲
草
を
献
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
撤
収
に
つ
い
て
も
、
各
就
二
机
処
一、
即
レ
笏
取
二
菖
蒲
机
一
退
出
（
内
裏
式
）
し
た
と
あ
り
、
内
蔵
寮
式
に
言
う
所
と
同
じ
で
あ
る
。
右
に
見
る
奏
進
と
撤
収
の
後
、
菖
蒲
な
ど
は
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
春
宮
坊
式
（
巻
四
十
三
）
に
、
宮
内
省
と
典
薬
寮
が
武
徳
殿
の
前
庭
に
菖
蒲
案
を
置
い
て
退
出
し
た
後
の
こ
と
と
し
て
、
主
蔵
官
人
舎
人
惣
八
人
、
入
舁
レ
案
退
出
、
附
二
蔵
人
所
一。
雑
給
料
附
二
坊
官
一。
菖
蒲
を
据
え
た
机
を
移
動
し
て
、
蔵
人
所
に
渡
し
、
雑
給
料
を
春
宮
坊
の
官
人
に
託
す
と
あ
る
。
右
の
引
用
の
前
に
、
典
薬
官
人
以
下
、
舁
二
供
料
雑
給
料
案
各
一
脚
一、
進
立
二
殿
庭
一
退
出
と
あ
る
の
で
、
供
料
は
供
御
の
料
で
あ
っ
て
、
蔵
人
所
を
経
て
天
皇
の
手
に
渡
る
。
雑
給
料
と
は
人
給
の
菖
蒲
草
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
春
宮
坊
の
官
人
が
受
け
取
る
の
で
あ
る
。
こ
の
菖
蒲
草
に
は
供
御
と
人
給
の
二
種
類
が
あ
る
（
内
裏
式
）。
供
御
は
天
皇
に
献
上
し
、
人
給
は
そ
の
名
の
と
お
り
、
天
皇
か
ら
臣
下
に
賜
う
。
供
御
の
菖
蒲
草
は
こ
の
あ
と
天
皇
の
元
へ
届
け
る
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
人
給
の
菖
蒲
草
は
、
い
つ
天
皇
が
臣
下
に
与
え
る
か
に
つ
い
て
は
規
定
が
な
い
。
内
裏
式
儀
式
に
よ
れ
ば
、
菖
蒲
を
撤
去
し
た
後
、
儀
式
は
続
命
縷
下
賜
へ
と
移
る
。
女
蔵
人
等
、
執
二
続
命
縷
一
此
間
謂
二
薬
玉
一
、
賜
二
皇
太
子
以
下
参
議
以
上
一
（
内
裏
式
儀
式
）
続
命
縷
は
、
注
に
あ
る
と
お
り
薬
玉
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
女
蔵
人
を
介
し
て
皇
太
子
以
下
参
議
以
上
に
賜
る
。
西
宮
記
に
よ
れ
ば
、
皇
太
子
に
は
内
侍
か
ら
、
王
卿
に
は
女
蔵
人
か
ら
授
け
て
い
る
。
文
字
ど
お
り
の
人
給
ひ
で
あ
る
。
こ
の
日
の
儀
式
に
お
い
て
、
人
給
ひ
を
行
う
の
は
こ
こ
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
思
い
当
た
る
の
は
、
内
裏
式
儀
式
に
記
す
記
述
で
あ
る
。
典
薬
寮
乃
奉
礼
流
、
五
月
五
日
乃
人
給
乃
菖
蒲
草
進
楽
久
乎
申
賜
久
止
申
。
宮
内
輔
が
菖
蒲
草
を
献
る
時
の
詞
で
あ
る
。
人
給
、
人
に
賜
る
と
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
人
給
の
菖
蒲
草
は
、
呼
称
は
異
な
る
も
の
の
続
命
縷
と
し
て
皇
太
子
以
下
参
議
以
上
に
下
賜
す
る
の
で
あ
る
。つ
ま
り
、
内
裏
式
儀
式
・
典
薬
寮
式
の
菖
蒲
（
菖
蒲
草
）
は
、
内
蔵
寮
式
の
菖
蒲
珮
で
あ
り
、
薬
玉
で
も
あ
っ
て
、
そ
し
て
続
命
縷
の
こ
と
だ
っ
─ ─
た
の
で
あ
る
。
内
裏
式
儀
式
に
よ
れ
ば
、
中
務
省
が
内
薬
司
を
、
宮
内
省
が
典
薬
寮
を
率
い
て
、
武
徳
殿
の
前
庭
に
菖
蒲
草
を
置
き
、
二
省
の
輔
が
献
上
の
口
上
を
述
べ
る
。
そ
し
て
大
臣
の
指
示
に
よ
っ
て
、
内
蔵
寮
の
允
が
舎
人
ら
と
と
も
に
菖
蒲
草
の
机
を
撤
去
す
る
。
次
に
両
書
で
は
、
武
徳
殿
で
の
続
命
縷
賜
与
が
つ
づ
く
。
続
命
縷
つ
ま
り
こ
こ
で
の
菖
蒲
草
は
、
儀
式
書
に
記
述
は
な
い
も
の
の
、
春
宮
坊
式
に
あ
る
と
お
り
、
蔵
人
所
と
春
宮
坊
の
官
人
ら
に
よ
っ
て
武
徳
殿
の
殿
上
に
搬
入
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
薬
玉
と
続
命
縷
と
が
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
次
の
史
料
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
前
に
、
薬
玉
と
長
命
縷
が
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
史
料
を
引
い
て
お
く
。
嘉
祥
二
（
八
四
九
）
年
の
五
月
節
会
に
、
折
か
ら
来
朝
し
て
い
た
渤
海
使
が
召
さ
れ
た
。
そ
の
時
の
詔
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
天
皇
我
詔
旨
良
万
止
宣
布
勅
命
乎
、
使
人
等
聞
給
止
宣
久
、
五
月
五
日
尓
薬
玉
乎
佩
天
飲
レ
酒
人
波
、
命
長
久
福
在
止
奈
毛
聞
食
須
。
故
是
以
薬
玉
賜
比
、
御
酒
賜
波
久
止
宣
。（
続
日
本
後
紀
）
仁
明
天
皇
は
、
五
月
五
日
に
薬
玉
を
帯
び
て
酒
を
飲
む
人
は
、
長
命
で
幸
い
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
薬
玉
と
酒
を
賜
う
と
下
賜
の
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
年
の
五
月
節
会
お
け
る
薬
玉
は
、
後
に
藤
原
衛
卒
伝
に
も
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
嘉
祥
二
年
春
、
渤
海
客
入
朝
。
五
月
五
日
、
皇
帝
幸
二
武
徳
殿
一、
賜
二
宴
於
賓
客
一。
有
レ
勅
、
択
下
侍
臣
之
善
二
辞
令
一
者
上、
以
為
二
応
対
之
中
使
一。
其
日
、
賜
二
長
命
縷
一
佩
之
。
使
者
賓
客
、
歎
二
其
儀
範
一
（
文
徳
実
録
天
安
元
（
八
五
七
）
年
十
一
月
五
日
）
同
じ
節
会
で
賜
る
も
の
は
当
然
同
一
で
あ
り
、
一
方
で
は
薬
玉
、
も
う
一
方
で
は
長
命
縷
と
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
元
慶
七
（
八
八
三
）
年
の
五
月
節
会
に
も
、
都
に
滞
在
し
て
い
た
渤
海
使
が
召
さ
れ
た
。
騎
射
・
貢
馬
を
観
覧
し
た
後
の
記
事
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。
賜
二
親
王
公
卿ニ
続
命
縷
一。
伊
勢
守
従
五
位
上
安
倍
朝
臣
興
行
、
引
レ
客
就
レ
座
供
レ
食
。
別
勅
賜
二
大
使
已
下
録
事
以
上
続
命
縷
、
品
官
已
下
菖
蒲
縵
一
（
三
代
実
録
）
続
命
縷
は
、
五
月
五
日
に
下
賜
さ
れ
る
の
で
、
右
の
薬
玉
・
長
命
縷
と
同
じ
で
あ
る（
）。
記
録
す
る
時
期
や
状
況
の
違
い
に
よ
っ
て
用
い
る
語
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。下
賜
さ
れ
る
も
の
が
変
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
薬
玉
の
製
作
か
ら
節
会
に
お
け
る
下
賜
に
到
る
ま
で
の
、
諸
司
の
職
務
の
次
第
を
ま
と
め
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
１
、
五
月
三
日
の
平
旦
、
六
衛
府
が
そ
れ
ぞ
れ
薬
玉
の
料
（
菖
蒲
・
艾
・
雑
花
）
を
内
侍
を
使
っ
て
武
徳
殿
の
南
庭
に
並
べ
る
。
２
、
こ
れ
を
内
蔵
寮
が
引
き
取
り
、
糸
所
に
送
る
。
同
じ
く
他
の
官
司
も
そ
れ
ぞ
れ
の
素
材
を
搬
送
し
て
、
薬
玉
を
作
ら
せ
る
。
３
、
五
月
五
日
、
中
務
省
と
内
薬
司
・
宮
内
省
と
典
薬
寮
が
武
徳
殿
前
に
参
上
し
、
両
省
の
輔
が
糸
所
が
製
作
し
た
薬
玉
（
供
御
と
人
給
）
を
献
る
と
奏
上
。
こ
れ
と
は
別
に
糸
所
は
蔵
人
所
と
諸
寺
に
薬
玉
を
送
っ
て
い
る
。
４
、
内
蔵
寮
が
薬
玉
を
撤
収
し
て
、
供
御
は
蔵
人
所
に
、
人
給
は
春
宮
坊
に
渡
す
。
─ ─
５
、
両
官
司
は
、
薬
玉
を
武
徳
殿
内
に
運
び
入
れ
る
。
６
、
武
徳
殿
で
皇
太
子
以
下
参
議
以
上
に
薬
玉
を
下
賜
。
ま
た
、
五
月
の
節
会
の
薬
玉
は
、
ア
、
十
五
箇
寺
の
供
え
る
も
の
イ
、
儀
式
の
前
に
天
皇
が
受
け
取
り
昼
の
御
座
に
結
び
つ
け
る
も
の
（
）
ウ
、
儀
式
に
お
い
て
天
皇
に
奉
る
も
の
。
こ
れ
に
は
供
御
と
人
給
の
二
種
類
が
あ
り
、
人
給
の
方
は
エ
の
薬
玉
と
な
る
。
エ
、
皇
太
子
以
下
参
議
以
上
の
人
々
に
賜
る
も
の
と
、
合
わ
せ
て
四
種
類
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
時
と
場
合
に
よ
っ
て
呼
称
が
異
な
る
も
の
の
、
す
べ
て
同
一
の
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
諸
官
司
が
用
意
し
た
素
材
を
糸
所
に
移
送
し
、
そ
こ
で
製
作
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
同
一
の
物
品
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
官
司
ご
と
に
そ
の
呼
び
名
が
異
な
る
。
同
じ
物
品
に
な
ぜ
複
数
の
呼
称
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
素
材
は
、
五
月
五
日
続
命
縷
料
、
糸
五
十
、
紅
花
大
三
斤
（
中
務
省
式
）、
凡
五
月
五
日
薬
玉
料
、
昌
蒲
・
艾
惣
盛
二
一
輿
一
・
雑
花
十
捧
盛
レ
居
レ
台
（
左
右
近
衛
府
式
）、
造
二
五
月
五
日
菖
蒲
珮
一
所
、
支
子
一
斗
七
升
、
橡
一
斗
七
升
、
黄
蘗
八
斤
、
紫
草
五
十
斤
、
茜
五
十
斤
…
…
（
内
蔵
寮
式
）
と
、
各
官
司
が
分
担
し
て
調
達
し
て
い
る
（
）。
こ
れ
を
用
い
て
糸
所
が
製
作
し
た
も
の
を
、
儀
式
の
場
で
奏
進
す
る
際
に
は
菖
蒲
草
、
下
賜
す
る
時
に
は
続
命
縷
（
薬
玉
）
と
呼
ん
で
い
る
。
一
つ
の
物
品
に
種
々
の
呼
び
名
が
あ
る
の
は
、
何
と
も
紛
ら
わ
し
い
。
官
司
ご
と
に
呼
称
が
あ
っ
て
、
統
一
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
諸
司
独
自
の
呼
び
名
が
協
調
す
る
こ
と
な
く
保
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
四
さ
き
に
和
歌
に
お
い
て
、
薬
玉
を
あ
や
め
草
と
同
一
の
も
の
と
し
て
詠
じ
て
い
る
と
述
べ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
、
儀
式
書
等
の
記
述
に
基
づ
く
知
識
が
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
儀
式
書
を
知
る
人
や
儀
式
に
携
わ
る
官
人
ら
に
は
、
こ
の
表
現
は
納
得
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
節
会
を
行
っ
た
武
徳
殿
の
前
庭
に
は
、
競
馬
や
薬
玉
下
賜
を
見
物
す
る
人
々
が
い
た
。
蜻
蛉
日
記
（
康
保
三
九
六
六
年
五
月
）
に
は
、
こ
の
年
久
々
に
節
会
が
催
さ
れ
と
い
う
の
で
騒
ぎ
に
な
っ
て
い
た
と
言
う
。
作
者
は
見
た
い
と
思
う
も
の
の
、
見
物
す
る
席
が
な
い
。
そ
れ
を
夫
藤
原
兼
家
が
用
意
し
て
く
れ
て
、
宮
の
御
桟
敷
の
一
つ
づ
き
に
て
、
二
間
あ
り
け
る
を
分
け
て
、
め
で
た
う
し
つ
ら
ひ
て
見
せ
つ
、
思
い
が
か
な
っ
た
と
あ
る
。
ま
た
、
枕
草
子
に
は
、
す
で
に
停
廃
し
て
い
た
節
会
の
模
様
に
触
れ
て
、
も
と
の
有
様
、
所
々
の
御
桟
敷
ど
も
に
、
菖
蒲
葺
き
渡
し
、
よ
ろ
づ
の
人
ど
も
菖
蒲
か
づ
ら
し
て
（
見
物
は
）
と
、
観
覧
用
に
桟
敷
が
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
場
に
い
た
人
々
は
、
薬
玉
の
殿
庭
へ
の
搬
入
・
献
上
、
武
徳
殿
内
で
の
下
賜
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
薬
玉
が
菖
蒲
草
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
の
を
知
っ
た
で
あ
ろ
う
。
薬
玉
を
奏
進
す
る
折
り
の
、
中
務
省
申
久
、
内
薬
司
乃
供
奉
礼
流
、
五
月
五
日
乃
菖
蒲
草
進
楽
久
乎
申
賜
久
止
申
。
宮
内
省
奏
久
、
典
薬
寮
乃
奉
礼
流
、
五
月
五
日
乃
人
給
乃
菖
蒲
草
進
楽
久
乎
申
賜
久
止
申
。
（
内
裏
式
・
五
月
五
日
観
二
馬
射
一
式
）
と
い
う
言
い
換
え
は
、
観
衆
を
介
し
て
徐
々
に
外
部
へ
広
が
る
も
の
で
も
あ
─ ─
ろ
う
。
晴
儀
で
の
呼
称
は
普
及
し
や
す
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
、
枕
草
子
で
は
、
五
月
の
節
の
あ
や
め
の
蔵
人
、
菖
蒲
の
か
づ
ら
、
赤
紐
の
色
に
は
あ
ら
ぬ
を
、
領ひ
布れ
、
裙く
帯たい
な
ど
し
て
、
薬
玉
、
親
王
た
ち
上
達
部
の
立
ち
並
み
た
ま
へ
る
に
奉
れ
る
、
い
み
じ
う
な
ま
め
か
し
（
な
ま
め
か
し
き
も
の
）
よ
ろ
づ
の
人
ど
も
菖
蒲
の
か
づ
ら
し
て
、
あ
や
め
の
蔵
人
、
か
た
ち
よ
き
が
限
り
選
り
て
出
だ
さ
れ
て
、
薬
玉
た
ま
は
す
れ
ば
、
拝
し
て
腰
に
付
け
な
ど
し
け
ん
ほ
ど
、
い
か
な
り
け
ん
（
見
物
は
）
と
、
親
王
・
上
達
部
に
薬
玉
を
賜
う
役
割
の
女
性
を
あ
や
め
の
蔵
人
と
呼
ん
で
い
る
。
一
方
儀
式
書
に
は
、
女
蔵
人
等
、
執
二
続
命
縷
一
此
間
謂
二
薬
玉
一
、
賜
二
皇
太
子
以
下
参
議
以
上
一
（
内
裏
式
儀
式
）
と
あ
り
、
女
蔵
人
の
こ
と
で
あ
る
（
西
宮
記
で
は
、
皇
太
子
に
与
え
る
の
は
内
侍
と
あ
る
）。
儀
式
の
場
に
集
う
人
々
は
こ
と
ご
と
く
菖
蒲
の
か
づ
ら
を
付
け
て
お
り
、
あ
や
め
の
蔵
人
は
、
女
蔵
人
の
特
徴
を
際
立
た
せ
る
別
称
で
は
な
い
よ
う
だ
が
、
菖
蒲
草
が
薬
玉
の
異
称
で
あ
る
こ
と
が
こ
の
呼
び
名
を
生
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
あ
や
め
草
が
薬
玉
の
重
要
な
素
材
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
言
い
換
え
の
背
景
に
あ
る
。
儀
式
・
儀
式
書
に
お
け
る
呼
称
、薬
玉
を
下
賜
す
る
女
官
の
別
称
、和
歌
に
お
け
る
言
い
換
え
な
ど
は
、
菖
蒲
草
が
儀
式
に
お
け
る
中
心
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
を
よ
く
伺
わ
せ
る
。
五
五
月
の
節
会
は
、
四
月
二
十
八
日
の
駒
牽
に
始
ま
り
、
五
月
五
日
の
薬
玉
献
上
・
賜
与
と
騎
射
・
走
馬
、
六
日
の
走
馬
・
騎
射
へ
と
つ
づ
く
。
こ
の
ほ
か
奏
楽
・
雑
芸
・
供
饌
が
挟
み
込
ま
れ
る
も
の
の
、
右
が
主
要
な
行
事
で
あ
る
。
薬
玉
に
関
す
る
行
事
は
、
一
連
の
儀
式
に
あ
っ
て
異
質
と
言
え
よ
う
。
馬
芸
・
武
芸
な
ど
の
激
し
く
勇
壮
な
催
し
に
対
し
て
、
色
鮮
や
か
な
薬
玉
の
献
上
と
下
賜
と
い
う
優
美
な
一
齣
は
際
立
っ
て
映
る
。
走
馬
・
騎
射
が
武
威
を
示
そ
う
と
す
る
催
し
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
薬
玉
を
皇
太
子
以
下
の
人
々
に
賜
う
の
は
、
息
災
・
長
命
を
期
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
天
皇
が
臣
下
の
安
寧
・
長
生
を
図
ろ
う
と
し
て
、
恩
沢
を
施
す
場
面
な
の
で
あ
る
。
武
徳
殿
内
で
、
皇
太
子
・
親
王
さ
ら
に
参
議
ら
が
跪
い
て
薬
玉
を
拝
受
し
、
殿
庭
へ
降
り
て
そ
れ
を
帯
び
、
謝
意
を
表
す
る
べ
く
拝
舞
す
る
。
こ
の
儀
式
の
流
れ
は
、
天
皇
の
徳
が
人
々
に
及
ん
で
い
る
こ
と
、
天
皇
の
も
と
に
築
か
れ
た
身
分
秩
序
を
、
参
会
す
る
人
々
に
、
毎
年
同
じ
よ
う
に
認
識
さ
せ
る
政
事
そ
の
も
の
な
の
で
あ
っ
た
（
）。
内
裏
の
殿
舎
に
葺
い
た
菖
蒲
、
ど
の
人
も
付
け
た
菖
蒲
縵
、
薬
玉
の
献
上
と
下
賜
、
そ
し
て
佩
帯
・
拝
舞
。
そ
の
あ
や
め
草
の
青
さ
と
芳
香
、
こ
れ
ま
た
香
り
を
放
つ
彩
り
豊
か
な
薬
玉
は
、
儀
式
全
体
を
華
や
か
に
装
飾
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
〔
注
〕
（
１
）
五
月
五
日
の
行
事
に
つ
い
て
は
、
倉
林
正
次
五
月
五
日
節
（
饗
宴
の
研
究
文
学
編
所
収
）、
山
中
裕
平
安
朝
の
年
中
行
事
、
同
枕
草
子
と
五
月
五
日
（
風
俗
史
学
第
十
一
号
）、
後
藤
祥
子
五
月
五
日
（
山
中
裕
・
今
井
源
衛
編
年
中
行
事
の
文
芸
学
所
収
）、
中
村
喬
端
午
節
に
お
け
る
飾
物
の
系
譜
（
中
国
歳
時
─ ─
史
の
研
究
所
収
）、
同
五
月
五
日
（
中
国
の
年
中
行
事
所
収
）、
大
日
向
克
己
五
月
五
日
節
律
令
国
家
と
弓
馬
の
儀
礼
（
古
代
国
家
と
年
中
行
事
所
収
）
な
ど
の
先
行
研
究
が
あ
る
。
（
２
）
宇
津
保
物
語
（
内
侍
の
か
み
）
に
、
節
会
に
つ
い
て
の
好
尚
を
描
い
た
箇
所
が
あ
る
。
帝
と
東
宮
の
御
前
に
親
王
・
上
達
部
ら
が
参
上
し
た
折
り
、
東
宮
か
ら
、
年
の
内
に
出
で
来
る
節
会
の
中
に
、
い
づ
れ
い
と
せ
ち
に
労
あ
る
、
定
め
申
さ
れ
よ
や
と
、
最
も
情
趣
に
富
む
節
会
は
ど
れ
か
と
い
う
下
問
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
源
正
頼
は
、
朝
拝
・
内
宴
・
三
月
節
会
・
七
夕
・
九
月
節
会
を
挙
げ
る
中
、
あ
や
し
く
な
ま
め
き
て
あ
は
れ
に
思
ほ
ゆ
る
は
、
五
月
五
日
な
む
あ
る
と
述
べ
、
暁
に
ほ
と
と
ぎ
す
が
鳴
き
、
五
月
雨
の
降
る
早
朝
に
軒
に
葺
い
た
菖
蒲
が
香
る
の
は
、
あ
や
し
く
興
ま
さ
り
て
思
ほ
ゆ
る
と
答
え
る
。
そ
し
て
帝
は
、
い
と
よ
う
定
め
た
ま
ふ
な
り
。
思
ひ
し
ご
と
な
り
。
さ
ら
に
年
の
内
の
節
会
見
る
に
、
五
月
五
日
に
ま
す
節
な
し
と
な
む
思
ふ
と
同
意
す
る
。
貴
顕
が
五
月
節
会
を
愛
好
し
て
い
た
こ
と
を
よ
く
伝
え
る
や
り
取
り
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
か
ら
は
節
会
を
政
事
と
し
て
重
ん
じ
る
よ
り
も
、
風
情
あ
る
行
事
と
し
て
楽
し
も
う
と
す
る
傾
向
が
見
て
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。
（
３
）
右
大
臣
は
藤
原
師
尹
、
成
忠
は
高
階
成
忠
。
村
上
天
皇
の
崩
御
に
つ
い
て
は
、
依
二
天
皇
不
予
一、
詔
大
二
赦
天
下
一。
但
常
赦
所
不
免
者
不
レ
赦
。
巳
刻
天
皇
崩
二
于
清
涼
殿
一。
春
秋
二
。
在
位
廿
一
年
（
日
本
紀
略
康
保
四
年
五
月
二
十
五
日
）
と
あ
る
。
ま
た
、
政
事
要
略
（
巻
二
十
四
・
九
月
節
会
事
）
に
、
成
忠
が
書
い
た
冷
泉
天
皇
の
詔
が
あ
り
、
五
月
者
、
先
帝
昇
遐
之
月
也
。
端
午
之
遊
、
縦
在
二
閲
武
一、
胤
子
之
思
、
何
同
臨
之
。
五
月
之
節
、
一
切
之
吏
、
尋
二
良
辰
一
而
設
レ
宴
、
託
二
美
景
一
而
命
レ
觴
。
と
、
父
村
上
天
皇
の
崩
じ
た
月
に
、
騎
射
や
走
馬
な
ど
の
武
技
は
観
閲
で
き
な
い
と
、
子
と
し
て
の
心
情
を
述
べ
て
い
る
。
（
４
）
日
本
紀
略
の
寛
和
二
（
九
八
六
）
年
五
月
二
十
六
日
に
、
天
皇
行
二
幸
武
徳
殿
一。
有
二
節
会
一
と
あ
る
。
武
徳
殿
で
の
節
会
で
あ
る
か
ら
、
五
月
の
節
会
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
な
ぜ
こ
の
日
に
催
し
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
（
５
）
延
喜
年
間
に
お
け
る
五
月
節
会
の
開
催
状
況
を
、
日
本
紀
略
で
見
る
と
次
の
と
お
り
。
二
年
御
二
武
徳
殿
一、
駒
牽
（
三
日
）、
節
会
（
五
日
）
六
年
天
皇
幸
二
武
徳
殿
一
（
五
日
）、
又
幸
（
六
日
）。
七
年
無
二
節
会
一
（
五
日
）
十
年
天
皇
御
二
武
徳
殿
一。
節
会
如
レ
常
（
五
日
）、
又
幸
二
同
殿
一
（
六
日
）
十
二
年
節
会
（
五
日
）
十
六
年
無
二
節
会
一
（
五
日
）
十
七
年
天
皇
幸
二
武
徳
殿
一、
有
二
駒
引
事
一（
四
月
二
十
八
日
）、
天
皇
幸
二
武
徳
殿
一
（
五
日
）、
又
幸
二
武
徳
殿
一
（
六
日
）
（
６
）
も
ち
ろ
ん
薬
玉
を
あ
や
め
と
言
い
換
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
赤
染
─ ─
衛
門
詠
の
よ
う
な
、
も
の
ご
と
の
文
目
・
筋
道
・
条
理
の
意
で
あ
る
あ
や
め
を
掛
け
て
い
る
和
歌
も
多
い
。
（
７
）
内
裏
式
で
は
、
内
蔵
寮
の
允
以
上
の
一
人
が
寮
の
舎
人
等
を
率
い
る
の
に
対
し
て
、
儀
式
で
は
、
蔵
部
等
を
率
い
る
と
あ
る
。
（
８
）
人
給
と
は
、
高
位
に
あ
る
者
・
主
君
が
下
位
の
人
々
・
臣
下
に
物
品
等
を
あ
た
え
る
こ
と
。二
十
巻
本
和
名
類
聚
抄
（
巻
十
一
・
車
類
）
に
、
副
車
漢
書
注
云
、
副
車
曾
閉
久
流
萬
。
俗
云
、
比
度
大
萬
比
、
、
後
乗
也
と
あ
る
よ
う
に
、
主
人
の
後
に
付
き
従
う
車
の
意
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
早
朝
参
レ
殿
。
亥
時
姫
君
入
内
乗
二
金
作
車
一
。
人
給
車
十
両
（
小
右
記
永
観
二
九
八
四
年
十
二
月
十
五
日
）
所
も
な
く
立
ち
重
な
り
た
る
に
、
よ
き
所
の
御
車
、
人
給
ひ
引
き
つ
づ
き
て
多
く
来
る
を
、
い
づ
こ
に
立
た
む
と
す
ら
む
（
枕
草
子
・
よ
ろ
づ
の
事
よ
り
も
）
方
々
の
ひ
と
だ
ま
ひ
、
上
の
御
方
の
五
つ
、
女
御
殿
の
五
つ
、
明
石
の
御
あ
か
れ
の
三
つ
、
目
も
あ
や
に
飾
り
た
る
装
束
あ
り
さ
ま
言
へ
ば
さ
ら
な
り
（
源
氏
物
語
・
若
菜
下
）
は
、
そ
の
例
で
あ
り
、
随
従
す
る
人
々
の
乗
る
車
で
あ
る
。
小
右
記
の
例
は
、
入
内
す
る
藤
原
頼
忠
女
子
に
従
う
供
の
者
が
乗
る
た
め
に
、
朝
廷
か
ら
供
せ
ら
れ
た
車
で
あ
り
、
こ
れ
が
本
来
の
意
味
の
よ
う
で
あ
る
。
い
か
で
人
給
ひ
な
ら
む
御
几
帳
た
ま
は
ら
む
。
に
は
か
に
里
へ
取
り
に
つ
か
は
す
が
な
む
（
宇
津
保
物
語
・
内
侍
の
か
み
）
内
裏
・
宇
多
院
、
有
二
御
養
事
一。
…
…
又
御
膳
物
・
人
給
食
各
巨
多
（
御
産
部
類
記
・
朱
雀
院
所
引
貞
信
公
記
延
長
元
九
二
三
年
八
月
一
日
）
は
、
車
以
外
に
つ
い
て
の
例
。
前
者
は
几
帳
の
借
用
を
依
頼
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
所
有
者
が
貸
す
行
為
を
、
借
り
る
側
が
人
給
ひ
と
敬
意
を
込
め
て
表
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
者
は
、
醍
醐
天
皇
と
宇
多
院
が
主
催
す
る
産
養
に
参
上
し
た
臣
下
ら
に
振
る
舞
わ
れ
た
饗
膳
で
あ
り
、
人
給
乃
菖
蒲
草
（
内
裏
式
）
と
は
、
臣
下
に
与
え
る
点
で
は
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
用
法
で
の
人
給
は
あ
ま
り
な
い
よ
う
で
あ
る
。
（
９
）
珮
は
、
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
（
法
中
）
に
オ
ムフ
モ
ノ
の
訓
が
あ
る
。
珮
は
、
帯
玉
、
身
に
付
け
る
の
意
。
（
）
糸
所
に
つ
い
て
は
、
所
京
子
所
の
成
立
と
展
開
（
平
安
朝
所
・
後
院
・
俗
別
当
の
研
究
所
収
）
参
照
。
（
）
荊
楚
歳
時
記
（
五
月
）
に
は
、
以
二
五
綵
糸
一
レ
臂
、
名
曰
二
辟
兵
一。
令
二
人
不
一レ
病
レ
瘟
と
あ
り
、
五
綵
糸
に
対
し
て
杜
公
瞻
の
注
に
は
、
一
名
長
命
縷
、
一
名
続
命
縷
と
あ
り
、
こ
の
二
つ
が
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
史
書
の
記
者
た
ち
も
知
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
（
）
西
宮
記
に
、
糸
所
献
二
薬
玉
二
流
一
又
差
二
内
竪
一
送
二
諸
寺
一
。
蔵
人
取
之
、
結
二
付
昼
御
座
母
屋
南
北
柱
一
と
あ
る
。
な
お
、
内
裏
式
儀
式
に
は
こ
の
記
述
が
な
い
。
平
安
時
代
初
期
に
─ ─
は
こ
の
習
わ
し
は
ま
だ
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
（
）
薬
玉
製
作
の
た
め
に
各
官
司
が
用
意
す
る
素
材
に
は
、
厳
密
な
規
定
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
蜻
蛉
日
記
に
は
、
簀
子
に
助
と
二
人
ゐ
て
、
天
下
の
木
草
を
取
り
集
め
て
め
づ
ら
か
な
る
薬
玉
せ
む
な
ど
言
ひ
て
、
そ
そ
く
り
ゐ
た
る
ほ
ど
に
（
天
延
二
年
五
月
）
と
あ
っ
て
、
一
般
に
は
薬
玉
の
素
材
に
細
か
な
決
ま
り
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
（
）
喜
田
新
六
王
朝
の
儀
式
の
源
流
と
そ
の
意
義
（
令
制
下
に
お
け
る
君
臣
上
下
の
秩
序
に
つ
い
て
所
収
）
参
照
。
─ ─
